
研究の背景

　これまでのツキノワグマ（以下、クマ）の研究は、ド
ングリなど堅果が実る秋の食欲亢

こう

進
しん

期（飽食期）に多く
行われており、春から夏の行動生態はほとんど解明され
ていませんでした。私たち研究グループによるスナップ
ショット的な研究では、秋の飽食期に蓄えた体脂肪を、
翌年の冬眠明け後から晩夏まで利用している可能性が示
唆されており、その解明が待たれています。
　そこで、春から夏の時期に、衛星通信型の活動量セン
サー付GPS首輪、体内埋め込み型心拍・体温データレ
コーダー、首輪一体型ビデオカムなどの新しい機材を駆
使して、野生グマの栄養・生理状態を把握し、異なる性、
齢級、社会的ステータスごとの行動生態の解明を目指し
ています。

研究の成果

　栃木県日光市の足尾日光山地において、2003年から
クマの動態研究を継続しています。これまでに100頭近
くの個体を識別して、延べ300回以上、捕獲しました。
クマに研究機材を繰り返し装着して、行動と生理の膨大
な計測データの入手に成功しました。機材は、海外企業
とともに改良し、国内で初めてクマの研究に導入したも
のです。
　クマの春から夏の行動と生理の研究成果の一部をここ
に紹介します。図１は、クマの活動量の経時的な変化を
まとめたものです。オス、メス共に春先から徐々に活動

量が上昇するものの、晩夏（８月）に大きく減少するこ
とが分かります。図２は心拍数を、同等の体格を持つヒ
グマと比較した結果です。どちらのクマも同じUrsus属
の種でありながら、晩夏と秋に、大きな相違がありまし
た。これは主要食物の違い、すなわち食欲亢進が起こる
時期の違いが、行動と生理に影響することを示唆してい
ます。日本のツキノワグマで初めて明らかになった知見
で、食物に乏しく、体脂肪を使い果たす夏が、クマにとっ
て耐え忍ぶ時期である可能性を示しています。

今後の展望

　こうした、春から夏のクマの行動の評価によって、秋
の堅果結実の多寡だけでは説明できない、春から夏のク
マの人里への出没機構の解明や管理に目を向けることが
できます。今後は、春から夏の摂取食物量や栄養的観点
から、首輪型ビデオカムで得られた情報を加味して解析
する予定です。国内の研究機関に加え、先進的な生理研
究を行っている海外大学（ノルウェー、アメリカなど）
とも共同研究を続けていきます。
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図２　�ツキノワグマとヒグマの心拍数の変化。
黒点が日光足尾山地のツキノワグマ、赤
点がスカンジナビアのヒグマ。０点が冬
眠開始時期を示す。赤実線は、２つの種
の心拍数に差がある期間を示す。

図３　�ツキノワグマに装着されたGPS首輪。首輪重
量はクマの体重の３%以下に押さえ、タイマー
式切り離し装置などにより一定期間後に首輪部
から脱落する。

図１　�足尾日光山地のツキノワグマの活動量
の変化。グレー実線がオス、黒実線が
メス、破線は95％信頼区間を示す。
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